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　本書は、学校の垣根を崩し、社会とリアルにつながる学びを題材にし
た書籍です。学校の教室を飛び出し、大人も解決できないような社会的
な課題を目の前にした時、子どもたちは本気になって解決に向けて取り
組みはじめます。やらされている学びから、やりたいから動くというオー
センティック（本物の、正真正銘の）な学びへとシフトしていきます。
子どもたちは、驚くほど自分たちで動き出します。

また、その学びのプロセスで生じる社会とのつながりの中で、多くの
人と接していくことになります。子どもたちのもつ熱が伝わるにつれて、
当初は深く関わるつもりはなかった大人たちも、少しずつ学校や子ども
たちへの見方を変えていきます。学校教育に関わることによって有益な
ものが得られることに気づき、行動を変容させていくのです。【学校へ
の協力】から【学校との協働】にシフトしていきます。さらにはその人
たちが、学校と関わる前には行っていなかったような取り組みへと動き
出します。

子どもも大人も、双方の立場から社会的課題に取り組んでいく中で、
ほんの少しかもしれませんが、社会的なムーブメントが起こります。リ
アルにつながる学びが構築されることは、子どもたちにとってはもちろ
ん、学びに参画する人にとっても大きなプラスとなります。

本書では、私が担任する金沢大学附属小学校３・４年複式学級での２
年間における授業を取り上げ、どのように学びが展開していったか、子
どもたちが自発的に課題に向かうために何をしていたか、社会とどのよ
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うに関わってきたか、教室と社会がつながるために水面下でどんなこと
を行ってきたかなどについて取り上げていきます。

2019 年度には、地元の「空き家問題」解決の一環として、子どもた
ちは町家で新たな体験事業の提案をし、実現を目指しました。その体験
事業の一つに「金沢からかみ」という伝統技法を体験するものがありま
した。その「金沢からかみ」の商品は、あまり世の中に認知されておら
ず、大々的な販売も行われていませんでした。それが、学びの中でクラ
ウドファンディングが行われ、人々に知ってもらうことで販売を担う合
同会社ふるーたすの設立へと繋がります。さらに、2020 年には、子ど
もたちが金沢市役所オリンピック関連推進事業室と協働で金沢からかみ
のうちわ制作に取り組み、フランス水泳パラリンピック代表選手に届け
られました。金沢からかみが海外へと広がり、交流のきっかけとなった
のです。

これらは、全て子どもたちの熱量から引き起こされました。このわく
わくするような授業とその展開、そのための仕掛けを、みなさんにお届
けすることができれば幸いです。そして、本書が学校と社会の垣根を崩
すきっかけの一助になれば大変ありがたいです。

本書を執筆するにあたり、きっかけをあたえてくださった前田康裕先
生、何度も原稿をチェックいただいたさくら社の良知令子さんをはじめ
とした同社のみなさん、子どもの可能性が社会をかえるプロジェクトの
メンバーのみなさんには大変お世話になりました。また、本書で取り上
げた実践は複式学級の子どもたちや保護者のみなさん、実践パートー
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ナーの方々、盛一純平学校長をはじめとした金沢大学附属小学校の同僚
の先生方の支えがあったからこそ行うことができました。

なお、この実践の着想は自分だけのものではなく佐藤幸江先生、加藤
隆弘先生、村田直江さん、小林祐紀さん、山口眞希さん、D-project の
みなさん、故岡部昌樹会長、村井万寿夫会長をはじめとした石川県教育
工学研究会のみなさん、NHK for School 旧タブレット研究会の先生方、
山本昌猷先生をはじめとしたわいわいセミナーの先生方、松本亮先生を
はじめとする金沢市立十一屋小学校の先生方、河田祥司先生、近藤睦先
生、鈴木広則社長、爲聰隆さん、森下純一さんをはじめとするスズキ教
育ソフト株式会社のみなさんからいただいたものです。そして、学生の
頃から今もなお育ててくださっている中川一史先生には、教員としての
枠組みを広げる機会をいつもいただいております。

関わってくださったすべての方にこの場を借りて、感謝申し上げます。
最後に家族にも感謝を込めて！

金沢大学附属小学校　　

福田　晃　　
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VUCA（Volatility「変動性・不安定さ」、Uncertainty「不確実性・不
確定さ」、Complexity「複雑性」、Ambiguity「曖昧性・不明確さ」) と
呼ばれる不確実性の高い時代には、環境の変化に自らや所属する組織を
適応させていくことが必要です。この適応ができなければ、市場の激
しい競争の中で淘汰されていくことは間違いないでしょう。特に 2020
年は 100 年に１度と言われる新型コロナウイルスの感染拡大により、
2020/4-6 月期の国内総生産（GDP）速報値は戦後最大の落ち込みを記
録し、多くの産業は危機的状況に直面しています。一方でコロナ禍は悪
いことばかりではなく、これまで日本社会や地域で進まなかった改革を
促し、本質的な価値を持つサービス以外は淘汰されるターニングポイン
トになり得ると考えています。例えば、ニューノーマル（新常態）と呼
ばれる新しい生活様式が浸透し始め、リモートワークを始めとするデジ
タルの活用の加速は一例だと考えています。

私は 10 年前から町家再生に関わる中で地域の魅力と可能性を感じ、
3 年前に金沢へ移住し体験事業をスタートさせ、町家を再生した宿泊施
設を拡大させてきました。地域で事業を始めそして成長させるためには、
地域の住民・事業者・行政等の地域を支える様々な方々からの協力を得
ることは不可欠で、今の私が存在するのは地域の方々の協力のおかげだ
と考えています。しかしながら、地域の魅力をさらに発信し継承させる
ためにあえて言うと、地域に住み事業を行う中で、地域や日本社会の「思
考停止」と「縦割り」の深刻さを再認識しました。例えば VUCA やニュー
ノーマルが浸透する中でも前例踏襲型や縦割り型の取り組みが多く、現
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在の環境に合わせて課題を再定義せず過去の成功体験を継続しているこ
とは、みなさまの周りにも多く存在し、周知の事実だと思います。

金沢移住前に私は米系コンサルティング会社で民間企業の変革に関
わっていましたが、民間ではグローバルでの激しい競争に勝ち抜くため
に業界横断のコラボレーションや、過去ではなく未来起点で発想するこ
と（バックキャスト）が当たり前になっています。みなさんにも馴染み
が深い、「ヒートテック」はユニクロを運営する株式会社ユニクロと素
材大手の東レ株式会社が 2003 年に共同開発した商品です。両社の連携
は年々進化し続けており、近年では回収した古着を再利用した商品の開
発も進めています。両社の連携で特に素晴らしいと考えることは、機能
性肌着を一般化させた（新しい市場の創造）ことと社会や事業環境に合
わせて連携度合いを進化させてきたことです。ここでは詳述を避けま
すが、2000 年からスタートした両社の取り組みは商品開発に留まらず、
グローバルでの生産も 10 年以上前から始めています。業界横断のコラ
ボレーションや大手企業間の話だけではなく、大手企業と中小企業間で
も常態化し、行政や地域社会を巻き込んだスーパーシティ構想のような
コラボレーションも加速しています。

民間企業では加速する業界横断のコラボレーションがなぜ地域や日本
社会レベルでは進まないのか？それは過去と同じことをやることが当た
り前になっている「思考停止」状態と変わる必要性が無い（困っていな
い）からと考えています。後者はコロナ禍において経済的な問題が顕在
化し変わる必要性は広く認識されつつあるため、「思考停止」状態をい
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かに脱出するかがより重要だと考えています。
2019 年から金大附属小の授業に関わる中で気づいたことは、子ども

や学校が持つ「発想力」や「実行力」が「思考停止」を抜け出すカギと
なる可能性です。私は今後も学校が持つ「発想力」と「実行力」と連携
することにより地域の魅力を発信・継承させる取り組みを継続させ、ま
た学校との連携による世の中への価値をより多くの方々にお伝えするた
めの本書を執筆することにしました。

株式会社こはく　　

山田滋彦　　

はじめに
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1章学
習
を
は
じ
め
る
前
に

❖カリキュラムに縛られない

子どもの実態が変われば、間違いなく学習の展開も変化します。探究
的な学びで目指すものの本質は同じだとしても、課題解決のアプローチ
方法は異なってくることもざらにあります。そもそも、カリキュラムに
明記された「○月に～に見学に行き、□月に発表会を行う」などといっ
た取り決めはあくまでも参考にすべきことであり、これを遵守するこ
とが目的ではないはずです。カリキュラムに基づく前例をなぞった “ そ
れっぽい学習 ” からいかに脱却していくか――つまりはカリキュラムに
縛られないこと、これが大切だと考えています。

大きな可能性をもつ総合的な学習の時間も、教師の創意工夫なしでは、
無難な実践で終わってしまいます。

平成 14 年に全面実施された総合的な学習の時間は、その誕生から 18
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年間の歳月の中で様々な実践が行われてきました。当初は総合的な学習
の時間に関する書籍もさまざまに発行されていましたが、残念ながら今
はそう多く見られなくなりました。総合的な学習の時間という教科その
ものに関心をもつ教員が少ないのかもしれません。現在のカリキュラム
は、先人がつくり上げてきた実践をベースに作られています。

総合的な学習の時間は、未来の創り手を育成しうる可能性を大いにも
つものです。一方で、その実践のあり方について、見直すべき時期が来
ていると考えています。ただ、カリキュラムに縛られないということは

（聞こえはいいものの）、実践の構想段階で具体的にどのようなことをす
ればいいのかわかりにくくもあります。

本章では、実社会とリアルにつながる中で学びが展開されていくとい
う総合的な学習の時間の授業づくりについて、河田祥司氏（高松市総合
教育センター研修係長）から学び、私が行ってきたことを紹介します。

❖探究に耐えうる題材の設定

実社会とリアルにつながる中で学びを展開していくためには、探究に
堪えうる題材とその切り口の設定が大切です。その設定に際し、河田氏
は、「取り上げる題材は地域の中で大きなプラスまたは、大きなマイナ
スのどちらかの要素をもっているものにすべきであり、プラスもマイナ
スも見出せない中途半端なものは取り上げるべきではない」と言われま
した。

私が初任時に担任をしていた５年生の総合的な学習の時間の年間テー
マは「環境」でした。ざっくり言うと、「校区内にある犀川を調べて発
表しよう」という内容です。金沢の男川と称される犀川に、実際に見学
に行き、興味をもったことをインターネットで調べ、壁新聞にまとめ、
そこから派生して個人テーマを設定し、最終的に調べたことをクラスの
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仲間に伝えるという内容だったことを記憶しています。取り上げた犀川
は、「校区にある川」という理由だけで取り上げたため、社会とリアル
につながりながら課題が常に目の前に現れるような展開にはなりません
でした。相手意識や目的意識が明確ではなかったため、大きな盛り上が
りもなく終わってしまったのは、当然のことともいえます。

では、犀川を「加賀藩の時代から愛されてきた幻のゴリ※がよく採れ
ていた川」という切り口で捉えたとしましょう。「採れていた」という
過去形では、マイナスの面が取り上げられているようにも思えますが、
漁獲量減少の原因の究明、環境保全や生育数増加に向けて取り組む人々
などについての探究を進めることで、同じテーマも全く異なる見え方に
なると思います。環境保全や生育数増加に向けて取り組む人々とのコラ
ボレーションの可能性も十分にあるのではないでしょうか。

また、題材に取り上げるかどうかを判断する際には、題材を中心にお
いたイメージマップでイメージを広げていくことをお勧めします。イ
メージマップを広げていく中で、その関連性から大きなプラス／マイナ
ス要素を子どもたちが見出し、おもしろさを感じることができれば、第
一段階は OK です。

※川底に生息する淡水魚、ハゼやカゼカの仲間で環境の変化により、現在は高級食材となっている。

❖ヒューマンネットワークの素地づくり

いくら題材がおもしろかったとしても、その題材をいかすことができ
る「人」を見つけることができなければ不十分です。どのような題材も、
そこに関わる「人」から学ぶことが最も大きいからです。

授業が進み、題材と深く関わる人に出会う中で、子どもたちは、その
人の題材に対する思いや熱に大きな影響を受けます。これにより、題材
そのものへの探究心や興味関心が一層高まります。ですから、何とかし
て、題材に対しての思いや熱をもつ人を授業過程に位置付けなければな
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りません。そのために教師は、授業に関わってくれる人を見つけること
が必要です。

前項で述べた題材のイメージマップを見ながら、どのような人がいる
かを考え、リサーチします。Web や SNS を活用すれば、たいてい具体
的な組織や人のイメージがもててきます。そうして目星をつけた組織や
人にコンタクトを取ります。この段階では、いきなり授業の構想を伝え
るというより、まずは、その人の取り組みについてインタビューすると
いう感覚です。話をしていく中で盛り上がれば、授業の構想やこちらの
思いを伝えてもかまわないかもしれませんが、あくまでも相手の話を聞
くことをメインにしたほうがよいでしょう。

イメージしていた内容とすり合わせながら聞き、自分の構想する内容
とうまくマッチしそうであれば、「授業をすることが決まったら、どこ
かで子どもたちに話してもらえませんか」と打診します。話を聞いたそ
の場でお願いをするのではなく、後日電話やメールなどでのお願いでも
構いません。

この時点では、「まぁ、何らかのカタチで…」とか「仕事があるので、
可能な範囲で…」などという程度で積極的な回答を得られないこともあ
りますが、問題ありません。最初から具体的なスケジューリングや、子
どもたちの授業をどうつくるか、といったところにまで話が進むことは
ごく稀です。大半の人は、「学校から話が来たので、無

む
碍

げ
に断るのもよ

くないし、ひとまず協力しようかな」といった消極的な感じです。
このような感じで全く問題ありません。この時点では、「数」を大切

にします。積極的な人がいるに越したことはありませんが、消極的でも
いいので数人から承諾がほしいところです。その人を介して、ネットワー
クが広がる可能性があるからです。

それに、当初は「協力する（してやる）か」という【学校への協力】
だったのが、子どもたちとふれあう中で、後々「彼らと何かできないか
な」という【学校との協働】にシフトしてくれる人がいます。
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このコンタクトを取る最初の一歩が、なかなか踏み出せないのです。
大丈夫かなと不安になったり、時間がかかったりすることから、抵抗感
をもってしまいがちです。ですが、授業構想の段階でこのヒューマンネッ
トワークの素地づくりができるかどうか、ここが授業の成否を分ける大
きなポイントです。この時点で見込みがなかった場合は、授業での題材
化は避けたほうがよいでしょう。

ただ、これは慣れてくると非常に楽しいです。新たな出会いがありま
すし、実際に人の話を聞くうちに授業の構想が間違いなく広がることに
なります。

❖「点」を置く指導計画から「線」を引く指導計画へ

題材が決定したら、次は具体的な指導計画です。ここで注意しなけれ
ばならないのは、明確な計画を立てすぎないことです。

教員の性
さが

として、真剣に取り組めば取り組むほど、ここに時間をかけ、
緻密なものを練り上げてしまいます。出たとこ勝負で成立するほど授業
づくりは甘くはありませんし、授業時数、クラスの実態など様々な事象
が絡みあって授業は成立するわけですから、長期的な視座も必ずもって
おかなければなりません。間違いなく指導計画は必要です。ただ、この
緻密な指導計画そのものが実践の幅を狭めてしまいがちです。授業展開
がシナリオのようになってしまうのです。実際の授業において、目の前
にいる子どもたちを、自分の描いたシナリオ通りの方向に、ただただ流
し込んでいくことになってしまうのです。指導計画に位置付けたことを
ゴールイメージとしてしまうので、新たに子どもから斬新な考えが出た
り授業展開の中で実践パートナーからおもしろい取り組みを打診された
りした時に、その方向へ大きく舵を切りにくくなるのです。

ちなみに、かくいう私自身、指導計画に縛られ、ずっと脱却できずに
いました。自分で授業をしながら、心の中で「ごめんね」と思ったり、
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年度末に「あの場面であの子のアイディアを拾ってあげていれば、もっ
と違った展開になっていたな」と反省したりすることが続きました。

これについて前出の河田氏は、「学習展開の中に点を置いていくので
はなく、こんなことができればよいという線を引くイメージで計画を立
てることが重要である」と語られました。

これまで私は、指導計画の中に「〇〇を～で発表する」や「□□を作る」
といった明確な活動を位置付けてきました。これは、いわば「点」の指
導です。学習成果をまとめてアウトプットするような場面で、「お世話
になった方に向けて自分たちの学びと変容を伝える成果報告会を設定す
る」という指導計画はまさに「点」であり、学習成果報告会を設定する
ことが目的化し、その方向に導いてしまいがちです。

ところが、「自分たちの学びと変容をお世話になった方に伝える場を
位置付ける」という抽象度の高い「線」を指導計画に位置付けた時には、
そもそもどんな方法でその線を越えるかということを子どもと共有して
いかなければなりません。リーフレットを作るという展開も考えられま
すし、場合によっては Web ページを構築するという展開も考えられま
す。

引いた「線」をどんな形であっても越えればいいわけですから、様々
なアイディアが出てきます。柔軟に舵をきりながら、子どもとともに学
びを展開していくことが可能です。この指導計画に「点」を置くか「線」
を引くかによって、自身の授業づくりは大きく変わります。
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